
Information

　
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
（
N
A
S
V
A
／
ナ
ス

バ
）で
は
、育
成
資
金
の
無
利
子
貸

付
や
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

　
　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た

家
庭
（
生
活
貧
困
家
庭
）の
児
童

を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

間
、
無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸

し
し
ま
す
。

【
金
額
】

　
●　

一
時
金
／
15
万
５
，０
０
０
円

　
●　

月
額
／
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

　
●　

入
学
支
度
金
／
４
万
４
，０
０
０
円

※
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
、希
望
者

■
介
護
料
の
支
給

　
　

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
が

原
因
で
「
脳
」
、「
脊
髄
」
ま
た
は

「
胸
腹
部
臓
器
」に
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
、
ま
た
は
随
時
、
介
護
が

必
要
な
方
に
介
護
料
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

【
支
給
額（
月
額
）】

認
定
さ
れ
た
種
別
毎
に
、

　
●　

特
Ⅰ
種（
最
重
度
）

　
６
８
，４
４
０
円
〜
１
３
６
，８
８
０
円

　
●　

Ⅰ
種（
常
時
要
介
護
）

　
５
８
，５
７
０
円
〜
１
０
８
，０
０
０
円

　
●　

Ⅱ
種（
随
時
要
介
護
）

　
２
９
，２
９
０
円
〜
５
４
，０
０
０
円

■
友
の
会
へ
の
入
会

　
　

育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料
の

支
給
に
該
当
す
る
世
帯
の
中
学
校

卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
あ
れ
ば

入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。友
の

会
活
動
や
交
流
会
に
招
待
し
ま

す
。会
費
無
料
。

【
友
の
会
活
動
内
容
】

　
　

も
の
作
り
体
験
や
１
泊
２
日
の

キ
ャ
ン
プ
等
、ま
た
写
真
・
絵
画
・

書
道
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

独
立
行
政
法
人　
自
動
車
事
故

対
策
機
構　
高
知
支
所

　　


0
8
8
ー
8
3
1
ー
1
8
1
7

　　

深
刻
化
す
る
少
年
非
行
や
少
年

犯
罪
被
害
の
防
止
、ま
た
高
齢
者

の
犯
罪
被
害
防
止
・
交
通
事
故
防

止
に
対
応
す
る
た
め
、
警
察
署
お

よ
び
当
協
議
会
で
は
各
種
教
室
・

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
誘
拐
被
害
防
止
教
室

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で
、

園
児
・
児
童
を
対
象
に
実
施
。

◆
非
行
防
止
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
　

小
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
関
係
機
関
と

協
力
し
て
実
施
。

◆
親
子
の
絆
教
室

　　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
、園
児
の

保
護
者
を
対
象
に
実
施
。

◆
高
齢
者
安
全
教
室

　
　

各
地
区
の
公
民
館
等
で
、
市
内

居
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
実
施
。

◆
不
審
者
対
応
訓
練

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等

で
、教
職
員
を
対
象
に
実
施
。

◆
強
盗
対
応
訓
練

　
　

金
融
機
関
で
、
行
員
を
対
象
に

実
施
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀


55
ー
0
1
1
0
）

　
　

例
年
11
月
か
ら
３
月
は
、
夜
間

に
高
齢
歩
行
者
が
犠
牲
と
な
る
死

亡
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　　

周
り
が
暗
く
な
る
と
、車
と
の
距

離
や
速
度
を
正
確
に
判
断
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
、ま
た
車
の
運
転

手
か
ら
も
発
見
さ
れ
に
く
い
こ
と

が
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
　

早
朝
や
夕
暮
れ
・
夜
間
の
外
出

時
に
は
、白
や
黄
色
の
明
る
い
色
の

服
装
や
反
射
材
を
着
用
し
て
、
自

分
の
存
在
を
周
り
に
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

55
ー
0
1
1
0
）

「
甘
蔗
の
苗
か
ら
黒
砂
糖
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
２
月
号
広
報
）
」
高
知
で
黒
砂
糖
？
と
少
し
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
土
地
が
な
い
か
ら
残
念
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市のうごき　（Ｈ30.1.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比

■人口／33,489人 

■世帯／14,682戸

　　（男／16,163人 女／17,326人）

■出生／19人　 ■死亡／53人

■転入／68人　 ■転出／78人

■対前月人口比／44人減

１月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

3件〔1件増〕

164件〔21件減〕

P
警 察警 察

police station

　
　

見
ら
れ
る
こ
と
で
高
ま
る

　
　

安
全
…
着
け
よ
う
反
射
材
！

　
　

各
種
教
室
・
防
犯
訓
練
を

　
　

実
施
し
て
い
ま
す
！

広告

O
その他その他

o t h e r s

  　　

交
通
事
故
被
害
者
の

  　　

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

俳
句
や
短
歌
、
百
人
一
首
な
ど

が
好
き
な
私
は
そ
の
人
物
の
歴
史

や
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が

多
く
、決
ま
っ
て
一
人

旅
だ
。

　
　

昨
年
11
月
、
か
ね

て
よ
り
訪
れ
た
い
と

思
っ
て
い
た
子
規
庵

へ
行
っ
た
。東
京
に
正

岡
子
規
の
終
焉
の
地

が
あ
る
と
知
っ
た
の
が
20
歳
の
こ

ろ
、
訪
れ
る
ま
で
に
26
年
と
い
う
歳

月
を
費
や
し
た
。

　　

念
願
の
子
規
庵
に
到
着
、子
規
の

一
生
を
通
じ
そ
の
人
柄
、
俳
句
へ
の

思
い
、
門
弟
た
ち
と
の
か
け
が
え
の

な
い
時
間
…
多
く
の
思
い
に
触
れ

な
が
ら
子
規
庵
を
後
に

し
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の

時
、「
駅
ま
で
ご
一
緒
し
ま

し
ょ
う
か
？
」「
道
が
分
か

り
づ
ら
い
の
で
…
私
も
同

じ
方
面
に
行
き
ま
す
か
ら
」と
声
が

し
た
。子
規
の
故
郷
松
山
の
あ
る
四

国
か
ら
来
た
私
に
声
を
か
け
て
く

れ
た
の
だ
。「
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣

や
美
術
館
や
博
物
館
、見
ど
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
」そ
の
言
葉

に
、も
う
少
し
こ
の
あ
た
り
を
堪
能

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
　

ち
ょ
う
ど
黒
田
清
輝
の
特
別
展

示
が
行
わ
れ
て
お
り
、こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
は
滅
多
に
な
い
と
薦
め
ら
れ

２
人
で
入
場
し
た
。

　
　
「
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
見
て
く
だ

さ
っ
て
大
丈
夫
で
す
よ
。
お
気
に
な

さ
ら
ず
」と
の
自
然
な
心
遣
い
に
コ

コ
ロ
が
和
ん
だ
。こ
の
方
と
の
出
会

い
か
ら
約
４
時
間
の
時
が

流
れ
て
い
た
。

　
　
コ
コ
ロ
に
響
く
お
も
て

な
し
は『
ま
た
、あ
な
た
に

お
会
い
し
た
い
』
と
い
う

気
持
ち
を
思
い
起
こ
さ
せ
そ
の
場

所
の
印
象
に
直
結
す
る
。お
も
て
な

し
の
心
に
国
境
も
地
位
も
名
誉
も

職
業
も
年
齢
も
関
係
な
い
。相
手
を

思
い
や
る
心
こ
そ
が
真
の
お
も
て
な

し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

別
れ
の
時
初
め
て
お
互
い
の
名

前
を
呼
び
あ
い
再
会
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。そ
ん
な
出
逢
い
こ
そ
私
の

旅
の『
醍
醐
味
』で
あ
る
。

ハ
チ

醍　

醐　

味

国の制度だから安心
しかも掛金の一部を国が助成します。

ご存じですか？「中退共」の
退職金制度なら、掛金に
国の助成が受けられます。

１

C H U T A I K Y O

中小企業退職金共済制度

社外積立でラクラク管理

社外積立なので手間がかかりません。
２

掛金は全額非課税で有利
手数料もかかりません。

３

パートさんも
加入できます!

（独）勤労者退職金共済機構
 　　中小企業退職金共済事業本部
 03-6907-1234　FAX 03-5955-8211

▼詳しくはホームページをご覧ください。

中退共 検索

特徴は
この３つ

の

入ってよかった！

　進学や就職などで引っ越しをされる方は、

原則、引っ越し後のお住まいが住所地

になります。住民票は、行政サービス

や選挙人名簿などの各種の登録につな

がる大切な情報ですので、忘れずに移しましょう。

　住民票を移すためには、まず、引っ越し前の市区町村で転出届を提

出します。その際に発行される転出証明書を持って、次に引っ越し後

の市区町村で転入届を提出して完了です。なお、転入届は転入した

日から１４日以内に提出してください。

　記載事項の変更がありますの

で、マイナンバーの通知カード

やマイナンバーカード（個人

番号カード）も忘れずに

持参してください。

問 市役所市民保険課

☎５７-８５０６

引っ越した
ら　

「住民票」を　

　移しましょ
う!

　　　　選挙で投票する場所

は、原則として住民票のある市区町村

です。異なる市区町村に引っ越した方で、

住民票を移していない、または住民票を移し

て３カ月経過していない場合は、新しい住所

地で投票できませんのでご注意ください。詳

しくは市選挙管理委員会（☎57-8525）へ。

注意！　

■日時／３月１０日（土）

　●　受け付け　１２：３０～１３：２０

　●　式典　１３：３０～１５：００

■場所／のいちふれあいセンター

　　　　　　　　２階　サンホール

　　※平服で差し支えありません

■問い合わせ／　

　　市福祉事務所　５７-８５０９

　今年も例年のように市戦没

者追悼式を執り行います。戦

争を知らない世代にも戦争の

悲惨さと平和の意義を伝える

ため、市民の皆さまの多数の

ご参列をお願いします。

香南市戦没者追悼式

旅
の『
醍
醐
味
』で
あ
る

17２０１８.３ 16 ２０１８.３


